
一　

は
じ
め
に

　

身
延
山
久
遠
寺
の
「
身
延
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
る
豊
富
な
典
籍
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
に
護
持
の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
特
に
近
代
に
な
っ
て
か
ら
聖

教
の
保
存
を
目
標
と
す
る
、
整
理
と
分
類
作
業
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、
平
成
十
六
年
に
身
延
町
教
育
委
員
会
か
ら
公
刊

さ
れ
た
『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
所
収
の
「
身
延
文
庫
典
籍
」
で
あ
り
、
そ
の
後
を
受
け
た
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
上
中
下
三
巻
で
あ

る
。
そ
の
目
録
に
収
め
ら
れ
た
聖
教
類
に
身
延
山
第
二
十
世
住
持
日
重
（
一
五
四
九
―
一
六
一
九
）
の
著
書
が
あ
り
、
十
四
部
二
十
六
冊
の
目
録
が
収
録
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
な
か
に
「『
和
語
雑
雑
集
』
十
冊
」
の
記
事
が
あ
る
。

　

こ
の
『
和
語
雑
雑
集（
注
一
）』

の
書
名
は
夙
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
叙
述
に
は
和
文
が
主
流
を
占
め
て
仏
教
学
の
範
疇
を
超
え
、
解
読
に
は
国
文
学
の

知
識
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、
同
時
に
執
筆
が
進
行
さ
れ
た
『
見
聞
愚
案
記（
注
二
）』

に
反
し
て
刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
、
身
延
山
短
期

大
学
を
訪
れ
た
時
、
当
時
教
授
で
あ
っ
た
室
住
一
妙
師
か
ら
『
和
語
雑
雑
集
』
の
一
部
を
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
達
筆
な
筆
致
の
故
に
と
て
も
手
に
負

え
る
書
で
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
今
日
、『
和
語
雑
雑
集
』
の
冊
子
の
な
か
に
室
住
一
妙
師
自
筆
の
メ
モ
や
封
筒
な
ど
が
挟
ま
っ
て
い

て
、
師
も
翻
刻
を
意
図
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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最
近
の
平
成
二
十
九
年
秋
に
、
内
野
法
主
猊
下
か
ら
「
身
延
山
文
化
財
調
査
研
究
委
員
長
」
の
ご
下
命
を
受
け
た
の
を
機
に
、『
和
語
雑
雑
集
』
の
翻

刻
を
発
意
し
た
。
幸
い
に
布
教
部
の
林
是
恭
師
の
協
力
を
得
て
、
本
書
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
の
整
序
と
翻
刻
を
進
め
、
全
体
的
な
見
通
し
を
立
て
『
身

延
山
資
料
叢
書
』
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
の
刊
行
に
先
だ
っ
て
、
ま
ず
『
和
語
雑
雑
集
』
の
書
誌
を
試
み
、
そ
の
全
体
像
を
紹
介
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二　
『
和
語
雑
雑
集
』
と
『
見
聞
愚
案
記
』

　

京
都
本
満
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
日
重
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
身
延
山
の
住
持
に
招
聘
さ
れ
た
も
の
の
こ
れ
を
固
辞
し
、
弟
子
の
日
乾
つ
い
で

日
遠
を
推
挙
し
て
赴
か
せ
た（
注
三
）。

そ
の
後
、
元
和
四
年
五
月
に
執
筆
を
始
め
た
第
九
章
「
歌
詞
同
心
異
」
の
帖
に
、「
元
和
四
戊
午
五
月
日　

花
洛
本
満
寺

十
二
世　

身
延
山
二
十
世　

日
重　

行
年
七
十
」
の
署
名
と
朱
印
が
あ
る
の
で
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
五
月
ま
で
に
は
身
延
山
久
遠
寺
第
二
十
世
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
の
、
実
際
に
は
赴
任
せ
ず
に
猶
も
京
都
に
庵
室
を
構
え
て
著
作
に
専
念
し
て
い
た
。

　

庵
居
す
る
日
重
が
、
後
世
に
教
学
書
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
『
見
聞
愚
案
記
』
二
十
四
巻
の
執
筆
を
始
め
た
の
は
第
一
巻
の
奥
書
に
よ
る
と
六
十
七
歳

の
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
十
七
日
で
、
第
二
十
四
巻
の
執
筆
を
終
え
た
の
は
七
十
一
歳
の
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
と
み
ら
れ
る（

注
四
）。『

和
語
雑
雑

集
』
の
執
筆
は
こ
れ
よ
り
少
し
前
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
、
第
二
章
「
菟
玖
波
集
と
新
撰
菟
玖
波
集
」
の
執
筆
を
開
始
し
た
日
付
が
六
十
七
歳
の
慶
長
乙

卯
（
二
十
年
）
二
月
廿
四
日
で
、
七
十
歳
の
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
年
紀
が
記
さ
れ
た
断
簡
が
別
の
帖
に
み
ら
れ
る（

注
五
）。

こ
の
よ
う
な
記
事
に
よ
っ

て
、
日
重
の
『
見
聞
愚
案
記
』
と
『
和
語
雑
雑
集
』
の
著
述
は
、
老
境
に
至
り
か
つ
病
弱
で
あ
っ
た
本
満
寺
日
重
の
、
僧
と
俗
の
両
面
に
わ
た
る
営
み

の
総
括
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、
本
満
寺
に
構
え
た
庵
室
に
お
い
て
同
時
進
行
の
形
で
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
日
重
の
『
和
語
雑

雑
集
』
と
『
見
聞
愚
案
記
』
の
両
書
は
、
著
作
の
後
に
早
く
か
ら
一
門
の
間
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

当
代
の
文
人
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
深
草
の
元
政
（
一
六
二
三
―
六
八
）
は
、『
草
山
集
』
の
「
本
満
寺
日
重
伝（

注
六
）」

に
お
い
て
、
日
重
の
『
和
語
雑
雑
集
』
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を
次
の
よ
う
に
称
え
て
い
る
。

聞
人
（
細
川
）
幽
斎
及
び
紹
巴
が
輩
、
方
外
の
交
を
為
す
。
相
逢
ふ
毎
に
清
談
日
を
度
る
。
師
、
其
の
蕃
露
を
拾
ひ
て
集
む
。
凡
そ
十
余
巻
、
名

づ
け
て
和
語
集
と
曰
ふ
。
倭
歌
を
嗜
む
者
、
之
を
写
し
て
、
枕
中
の
秘
と
為
す
。（
原
漢
文
）

こ
れ
に
続
い
て
、『
見
聞
愚
案
記
』
に
つ
い
て
も
賞
賛
を
惜
し
ま
な
い
。

晩
年
手
づ
か
ら
（
見
聞
）
愚
案
記
を
抄
す
。
百
家
の
言
、
間
へ
雑
へ
て
録
す
。
尤
も
蒙
学
に
便
す
。
之
を
獲
る
者
、
窮
児
の
暴
に
富
め
る
が
如
し
。

其
の
余
の
抄
記
、
枚
挙
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
。（
原
漢
文
）

　

元
政
は
日
重
よ
り
一
世
代
後
の
僧
で
直
接
に
面
識
は
な
く
、『
草
山
集
』
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
以
前
に
は
編
集
を
終
え
て
い
る
の
で
、『
和
語
雑

雑
集
』
と
『
見
聞
愚
案
記
』
の
両
書
に
つ
い
て
の
高
い
評
価
は
、
日
重
没
後
遠
か
ら
ぬ
時
期
の
世
評
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
、『
見
聞
愚
案

記
』
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
京
都
村
上
勘
兵
衛
か
ら
幾
度
も
版
を
重
ね
て
い
る（

注
七
）。

　

一
方
、
身
延
文
庫
に
納
入
さ
れ
た
『
和
語
雑
雑
集
』
は
、
早
く
か
ら
虫
害
に
よ
っ
て
著
し
く
荒
廃
し
、
か
つ
乱
丁
の
度
が
激
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

本
書
の
書
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「『
雑
々
記
』
入
箱
記
」
に
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
正
月
廿
五
日
付
の
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
（
朱
書
）「
一
巻
」　

日
重
上
人
御
書

　
　
　
　

和
語
雑
々
抄

　
　
　
十
九
冊
の
内

　
　
　
　
（
朱
書
）「
十
二・

十
九
弐
冊
不ﾚ

見
、
後
日
可ﾚ

尋
事
」

此
和
語
抄
十
九
冊　
　

十
二
ノ
巻　

十
九
ノ
巻　
　

故
纏　

十
四
束

今
弐
冊
不ﾚ

見
、
後
日
尋
可ﾚ

入
、
余
む
し
は
ミ
散
々
成
り
居
候
故
、
桐
に
て
箱
を
さ
し
置
候
、
時
々
虫
払
の
為
拝
見
可ﾚ

致
書
也
、

　
　
　
　

天
保
九
正
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

百
人
一
首　

□
聖
院
日
考
（
花
押
）

　

あ
ま
り
に
も
虫
食
み
が
ひ
ど
く
散
々
な
体
な
の
で
、
桐
箱
を
作
っ
て
収
め
て
納
入
し
て
お
く
の
で
、
度
々
虫
払
い
の
た
め
に
見
る
よ
う
に
と
い
う
意

3
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味
で
あ
る
。
そ
の
荒
廃
に
帰
し
た
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
見
聞
愚
案
記
』
の
例
に
倣
っ
て
『
和
語
雑
雑
集
』
の
刊
行
を
意
図
し
た
も
の
の
、
作
業

が
難
航
し
て
頓
挫
し
た
ま
ま
に
日
を
送
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。「
百
人
一
首　

□
聖
院
日
考
（
花
押
）」
と
あ
る
日
考
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、「
百

人
一
首
」
と
異
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
歌
人
僧
と
思
わ
れ
、
和
歌
に
つ
い
て
の
造
詣
に
よ
っ
て
も
と
は
十
九
冊
あ
っ
た
『
和
語
雑
雑
集
』
を
十
四

束
に
ま
と
め
て
保
存
を
計
っ
て
い
る
。

　

近
代
に
な
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
身
延
山
短
期
大
学
の
室
住
一
妙
教
授
が
、『
和
語
雑
雑
集
』
の
整
理
と
翻
刻
を
意
図
し
着
手
さ
れ
た
も
の
と
み
ら

れ
、
実
際
に
、
昭
和
三
十
年
代
の
封
筒
が
挟
み
込
ま
れ
、
文
脈
を
た
ど
っ
て
整
序
し
て
半
紙
で
類
別
し
た
跡
が
あ
る
。『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
を
作
成

す
る
過
程
で
、
こ
の
『
和
語
雑
雑
集
』
を
入
れ
た
桐
箱
は
、
身
延
山
大
学
図
書
館
の
書
庫
に
あ
り
、
こ
れ
を
身
延
文
庫
に
返
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

図
書
館
の
開
館
に
合
わ
せ
て
、
室
住
教
授
の
研
究
室
か
ら
書
庫
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
っ
て
、『
見
聞
愚
案
記
』
と
並
ん
で
有
名
な
『
和
語
雑
雑
集
』
を
整
理
し
、
翻
刻・

出
版
の
試
み
が
早
く
か
ら
度
々
な
さ
れ
た
も

の
の
、
遂
に
実
現
し
な
い
ま
ま
に
今
日
に
至
っ
た
経
緯
が
窺
わ
れ
る
。

三　
『
和
語
雑
雑
集
』
の
構
成

　
『
和
語
雑
雑
集
』
が
身
延
山
に
寄
進
さ
れ
た
時
点
で
は
、
十
九
冊
の
全
体
が
揃
っ
て
い
て
、
冊
番
号
が
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
体
裁

は
、
料
紙
を
上
下
二
つ
折
り
し
て
、
縦
十
七
㎝
に
横
二
十
五
㎝
ほ
ど
の
料
紙
の
一
方
を
綴
じ
て
、
表
裏
に
表
紙
を
付
け
た
和
綴
の
冊
で
あ
る
。
そ
の
一

部
に
は
反
故
裏
書
が
認
め
ら
れ
、
色
紙
の
混
入
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
全
体
の
雰
囲
気
と
し
て
は
い
わ
ゆ
る
雑
記
帳
的
な
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
残

存
状
況
は
あ
ま
り
に
も
不
良
で
、
綴
じ
紐
が
失
わ
れ
て
欠
失
ま
た
は
混
乱
し
た
部
分
が
多
く
み
ら
れ
、
現
在
で
は
一
部
を
残
す
の
み
で
冊
の
体
を
成
さ

な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、
伝
来
す
る
冊
は
す
べ
て
完
結
し
な
い
零
本
で
、
な
か
に
は
わ
ず
か
に
冊
の
一
部
の
み
を
残
す
も
の
、
あ
る
い
は
後

世
に
乱
丁
の
ま
ま
で
綴
じ
な
お
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る（
注
八
）。
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一
方
、『
和
語
雑
雑
集
』
を
内
容
的
に
見
て
も
、
全
体
的
に
部
分
的
な
抄
出
が
顕
著
で
一
貫
性
が
な
く
、
い
わ
ば
「
思
い
つ
く
ま
ま
」
の
記
述
で
、
こ

の
形
式
は
『
見
聞
愚
案
記
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
書
中
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
「
そ
こ
は
か
と
な
く
書
付
け
り
」
と
い
う
感
懐
は
、
両
書
を
通

し
て
の
執
筆
態
度
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
冊
の
す
べ
て
を
整
序
す
る
こ
と
は
と
て
も
不
可
能
な
の
で
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
を
選
ん

で
冊
を
整
え
て
編
集
し
、
と
も
か
く
書
冊
の
一
覧
を
作
成
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
書
冊
に
は
、
表
紙
が
あ
っ
て
表
題
な
ど
が
残
っ
て
い
る
冊
が
あ
り
、
さ
ら
に
『
和
語
雑
雑
集
』
の
内
題
に
続
け
て
そ
の
冊
を
書
き
始
め
た

年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
各
冊
を
執
筆
開
始
の
年
代
順
に
配
列
し
、
そ
の
前
後
に
『
和
語
雑
雑
集
』
の
全
体
像

を
窺
う
上
で
有
効
な
冊
を
置
い
て
、
可
能
な
限
り
の
整
序
を
試
み
、
そ
の
冊
毎
に
表
題
を
つ
け
て
全
体
で
十
一
項
目
に
わ
た
る
目
次
を
完
成
し
た
。
こ

の
『
和
語
雑
雑
集
』
は
、
令
和
三
年
度
に
『
身
延
山
資
料
叢
書
』
と
し
て
出
版
の
予
定
が
あ
る
の
で
、
こ
の
書
名
の
配
列
を
も
っ
て
そ
の
ま
ま
章
立
て

と
す
る
。

　

各
章
の
表
題
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
内
容
が
首
尾
一
貫
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
一
応
の
見
当
を
つ
け
る
た
め
に
こ
れ
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
方
針
は
、
一
冊
全
体
を
通
し
て
ほ
ぼ
同
一
の
原
典
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
場
合
は
そ
の
書
名
を
掲
げ
、
原
典
が
混
在
す
る
場
合
に
は
最
初
の
部
分
の

文
意
を
も
っ
て
表
題
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
表
題
通
り
の
内
容
で
一
冊
全
体
が
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
項
目
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
和
語
雑
雑
集
』
の
整
理
を
一
先
ず
完
了
し
、
稿
本
を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
原
本
の
各
冊
を
章
立
て
の
順
序
に
し
た
が
っ

て
ま
と
め
、
従
来
の
桐
箱
に
納
め
た
。
し
か
し
、
整
理
し
兼
ね
た
端
本
が
多
く
残
さ
れ
、
そ
の
扱
い
に
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
て
、
一
つ
に
ま
と
め

た
上
で
こ
れ
も
同
じ
桐
箱
に
納
入
し
た
。

四　
『
和
語
雑
雑
集
』
の
目
録
と
内
容

　

現
存
す
る
『
和
語
雑
雑
集
』
の
中
か
ら
、
冊
子
本
の
体
裁
を
な
し
て
い
る
も
の
を
、
一
冊
一
冊
と
配
列
し
て
章
立
て
を
行
い
、
十
一
章
か
ら
な
る
次
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の
目
録
を
完
成
し
た
。

第
一
章　
　

日
蓮
と
日
重
の
詠
歌

第
二
章　
　

菟
玖
波
集
と
新
撰
菟
玖
波
集　
　
慶
長
乙
卯
（
二
〇
年
）
二
月
廿
四
日
よ
り
執
筆

第
三
章　
　

哀
傷
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
長
乙
卯
二
月
廿
九
日
よ
り
執
筆

第
四
章　
　

在
原
業
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
長
廿
乙
卯
四
月
十
一
日
よ
り
執
筆

第
五
章　
　

百
人
一
首
聞
書
略
抄　
　
　
　
　
元
和
二
丙
辰
年
正
月
六
日
よ
り
執
筆

第
六
章　
　

古
今
集
の
抄　
　
　
　
　
　
　
　
元
和
丙
辰
六
月
六
日
よ
り
執
筆

第
七
章　
　

懐　

旧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
和
二
丙
申
十
一
月
七
日
よ
り
執
筆

第
八
章　
　

四
季
の
月
の
歌　
　
　
　
　
　
　
元
和
三
年
十
一
月
十
七
日
よ
り
執
筆

第
九
章　
　

歌
詞
同
心
異
抄

第
十
章　
　

古
稀
の
歳

第
十
一
章　

勧
学
の
事

　

こ
の
よ
う
に
構
成
し
た
『
和
語
雑
雑
集
』
に
つ
い
て
、
各
章
（
冊
）
毎
に
そ
の
内
容
の
概
略
を
略
述
し
、
全
体
的
な
把
握
と
理
解
を
得
た
い
と
思
う
。

○
第
一
章　

日
蓮
と
日
重
の
詠
歌

　

表
紙
と
初
め
の
部
分
は
欠
失
し
て
い
る
の
で
、
執
筆
の
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、『
和
語
雑
雑
抄
』
の
初
出
の
執
筆
が
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）

二
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
日
蓮
の
和
歌
を
掲
げ
て
所
感
を
述
べ
、
日
重
の
和
歌・

連
歌
を
は

じ
め
、
そ
の
周
辺
を
窺
え
る
記
事
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
紹
介
の
意
を
こ
め
て
こ
れ
を
第
一
章
と
す
る
。

　

こ
の
章
は
前
欠
で
執
筆
の
時
期
は
分
か
ら
な
い
が
、
蝉
丸
の
歌
三
首
を
は
じ
め
、
古
今
集・

枕
草
紙・

源
氏
物
語・

新
古
今
集
な
ど
か
ら
哀
傷
歌
を

選
び
出
し
、
短
い
解
説
を
付
け
な
が
ら
列
挙
す
る
。
こ
こ
に
は
、
み
ず
か
ら
「
病
中
」
と
い
い
「
老
耄
」
の
身
と
い
う
日
重
の
、
移
り
行
く
諸
行
無
常
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の
世
と
み
ず
か
ら
の
老
少
不
定
の
心
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
某
の　

山
の
端
に
影
か
た
ふ
き
て
く
や
し
き
は
む
な
し
く
過
ぎ
し
月
日
也
け
り　

の
一

首
を
挙
げ
て
、
一
生
を
悔
し
く
回
顧
す
る
作
者
の
心
中
を
推
し
は
か
り
、「
老
後
の
身
心
肝
に
染
て
侍
る
哉
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
徒
然
草
』

を
引
い
て
道
を
求
め
る
者
の
心
得
を
説
き
、「
老
来
り
て
始
て
道
を
行
ぜ
ん
と
侍
る
事
な
か
れ
」
と
、
老
年
を
思
い
日
頃
の
精
進
を
す
す
め
る
。

　

次
い
で
、
日
蓮
聖
人
の
和
歌
五
首
を
あ
げ
、
こ
れ
を
連
歌
師
の
里
村
紹
巴
に
語
っ
て
「
そ
の
歌
情
感
あ
り
」
と
賞
さ
れ
た
と
い
う
。「
祖
父
了
派
」

は
、
こ
れ
ら
「
蓮
祖
の
御
歌
」
を
「
末
の
集
」
に
入
れ
た
と
物
語
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
記
事
は
、
連
歌
師
と
し
て
知
ら
れ
る
石
井
了
派
が
、
日
重
の

祖
父
で
あ
り
か
つ
法
華
（
日
蓮
）
宗
の
熱
烈
な
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
了
派
は
、
連
歌
師
宗
祇
の
門
人
で
、
三
條
西
実
隆
か
ら
古
今
伝
授
を

受
け
、
永
禄
二
年
に
没
し
た
連
歌
師
で
あ
る
。
ま
た
、
日
重
の
叔
父
も
連
歌
師
で
、「
母
方
の
叔
父
英
怙
み
ま
か
り
け
る
時
よ
め
る（
注
九
）」

と
あ
っ
て
、
弔
い

の
一
首
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
日
重
は
有
力
な
連
歌
師
の
家
筋
か
ら
現
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。

　

日
重
は
自
作
の
連
歌
と
和
歌
を
、
合
わ
せ
て
三
十
首
ば
か
り
を
紹
介
す
る
。
な
か
で
も
、「
臨
終
に
は
病
苦
等
に
取
紛
、
覚
悟
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と

思
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
「
辞
世　

二
首（
注
一
〇
）」）

を
詠
み
、
弟
子
た
ち
に
語
っ
て
い
た
。

詠
来
し
浮
世
の
花
は
ち
り
ぬ
と
も
鷲
の
高
根
に
あ
り
明
の
月

法
花
経
の
教
を
き
く
に
た
の
も
し
な
処
は
寂
光
身
は
仏
な
り

　

こ
の
外
に
、
度
々
連
歌
会
に
の
ぞ
み
、
近
衛・

烏
丸・
正
親
町
ら
、
公
家
の
面
々
と
も
深
い
交
わ
り
が
あ
り
、
月
並
の
連
歌
を
催
し
て
い
た
様
子
が

窺
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
烏
丸
光
広
（
一
五
七
五
―
一
六
三
八
）
は
、
幼
年
の
時
に
日
重
に
託
さ
れ
て
、
学
問
に
開
眼
し
た
と
い
う
。
身
延
山
久
遠
寺
の
住
持

と
な
っ
て
甲
斐
国
に
下
向
し
た
弟
子
の
日
遠
に
、「
入
る
を
見
よ
出
る
を
し
見
ん
空
の
月
」
と
、「
秋
の
比
の
便
宜
に
な
つ
か
し
さ
の
ま
ゝ
此
発
句
を
し

て
」
遣
わ
し
た
。
日
遠
も
連
歌
師
石
井
了
玄（
注
一
一
）の

子
で
、
後
に
身
延
か
ら
連
歌
の
懐
紙
を
送
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
そ
の
執
筆
者
が
堯
順
で
あ
っ
た
の
で
床

し
く
思
っ
た
。
ま
た
、
天
橋
立
を
訪
れ
、
有
馬
温
泉
に
湯
治
に
行
き
、
み
ず
か
ら
の
六
十
七
歳
の
病
中
を
悲
し
み
一
首
を
詠
ん
だ
。

七
十
に
及
べ
る
年
の
暮
な
れ
ば
な
に
に
つ
け
て
も
物
ぞ
悲
し
き

　

日
重
に
と
っ
て
、
古
稀
を
迎
え
よ
う
と
す
る
七
十
歳
の
老
年
と
、
広
い
人
と
の
つ
な
が
り
を
離
れ
て
病
に
沈
む
こ
と
は
、
本
満
寺
の
住
持
で
は
あ
る
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も
の
の
、
孤
独
で
悲
し
い
日
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
感
が
、
二
月
か
ら
の
『
和
語
雑
雑
集
』
の
執
筆
を
日
重
に
発
起
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ

の
書
を
整
え
る
一
方
、
六
月
か
ら
は
仏
法
の
雑
雑
集
と
も
い
う
べ
き
『
見
聞
愚
案
記
』
の
執
筆
を
並
行
し
て
始
め
、
日
蓮
（
法
華
）
宗
の
教
学
に
つ
い

て
典
拠
を
明
示
し
な
が
ら
所
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
和
歌・

物
語
文
学
な
ど
数
多
く
の
古
典
の
書
名
を
列
挙
し
て
、
そ
の
解
説
を
略
記
し
て
い
る
。
物
語
で
は
『
宇
津
保
の
物
語
』『
源
氏
』

『
伊
勢
物
語
』
か
ら
『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』『
神
皇
正
統
記
』
ま
で
、
歌
集
で
は
『
万
葉
集
』「
廿
一
代
集
」
を
は
じ
め
多
数
の
書
名
、
歌
論
書
で
は
『
秀

歌
之
躰
大
略
』『
歌
林
良
材
集
』『
名
目
抄
』
な
ど
が
、
全
体
的
に
順
序
不
同
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
文
学
の
書
名
は
整
っ
た
形
で
は
な
く
、

全
体
的
に
整
理
が
不
完
全
な
ま
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不
揃
い
な
書
名
の
列
挙
は
、
系
統
的
に
書
名
を
紹
介
し
解
説
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
実
際
に
日
重
が
住
持
で
あ
る
本
満
寺
の
私
的
な
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
書
物
を
、
逐
次
列
記
す
る
と
い
う
営
み
を
意
味
す
る
。『
和
語
雑
雑
抄
』

の
著
作
は
、
こ
の
よ
う
な
蔵
書
を
背
景
に
実
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

○
第
二
章　

菟
玖
波
集
と
新
撰
菟
玖
波
集

　

日
重
が
六
十
七
歳
の
慶
長
二
十
年
二
月
廿
四
日
に
書
き
始
め
た
、
和
歌
と
連
歌
の
雑
雑
記
で
、『
菟
玖
波
集
』
と
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
の
抜
書
き
に
、

他
の
古
典
を
抄
録
し
な
が
ら
日
重
の
知
見
と
評
論
を
交
え
る
。
こ
の
一
冊
を
書
き
終
え
た
の
は
同
年
の
二
月
廿
九
日
で
あ
る
か
ら
、
五
日
間
で
こ
の
書

を
書
き
終
え
た
こ
と
に
な
り
、
か
な
り
の
速
筆
が
窺
わ
れ
る
。

　

表
紙
か
ら
始
ま
る
「
追
加
古
狂
歌
書
集
」
に
は
、
十
首
ば
か
り
の
狂
歌
を
収
め
る
。
近
衞
三
藐
院
信
尹
（
一
五
六
五
―
一
六
一
四
）
が
、
文
禄
三
年
（
一

五
九
四
）
に
後
陽
成
天
皇
の
勅
勘
を
蒙
っ
て
、
薩
摩
国
の
坊
津
に
配
流
さ
れ
た
路
次
を
、　

路
す
が
ら
車
で
は
あ
ら
で
大
臣
を
の
す
る
か
こ
嶋
に
な
ふ
ば

う
の
津　

と
詠
み
、「
二
条
河
原
の
落
書
」
で
有
名
な
京
童
の
伝
統
に
つ
な
が
る
狂
歌
に
関
心
を
よ
せ
る
。「
狂
歌
の
格
を
し
ら
し
め
ん
た
め
」
に
狂
歌

を
追
記
し
た
。

　

次
い
で
「
和
語
雑
々
抄　

慶
長
乙
卯
二
月
廿
四
日
始ﾚ

之　

日
重
」
と
内
題
を
記
し
、
執
筆
を
始
め
る
時
の
感
懐
を
述
べ
る
。
当
時
、
日
重
は
六
十
七

歳
で
あ
っ
た
か
ら
、「
老
後
こ
と
に
病
中
行
く
方
も
な
く
、
徒
然
な
る
ま
ま
に
」
日
を
送
り
兼
ね
て
、
昔
か
ら
の
見
聞
や
所
感
を
心
に
し
た
が
っ
て
書
付

8

日
蓮
学

　
第
五
号



け
よ
う
と
す
る
。
老
眼
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
の
、
ま
さ
に
老
い
の
情
熱
を
燃
焼
さ
せ
て
の
営
み
は
、「
我
さ
え
片
腹
い
た
し
」
と
い
う
気
持
ち
と
は
い
う
も

の
の
、
そ
れ
は
反
語
で
あ
ろ
う
。

　

本
文
は
、
連
歌
の
作
法
と
し
て
賦
物
と
切
字
を
あ
げ
、
賦
物
に
は
一
字
露
顕・

二
字
通
音・

三
字
中
略
が
あ
る
と
い
い
、
十
八
の
切
字
を
あ
げ
て
い

る
。
里
村
紹
巴
に
、
ど
う
し
て
発
句
に
必
ず
切
字
が
あ
る
の
か
と
問
い
、「
歌
に
必
ず
切
字
あ
る
故
」
と
答
え
ら
れ
、「
な
き
も
あ
れ
共
多
分
あ
る
也
」

と
、
十
分
納
得
は
し
な
か
っ
た
。
日
重
は
里
村
紹
巴
（
一
五
二
五
―
一
六
二
〇
）
を
連
歌
の
師
と
し
て
親
近
し
、
た
び
た
び
歌
道
と
連
歌
の
指
南
を
受
け
、

『
和
歌
雑
雑
集
』
に
は
そ
の
和
歌
や
連
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
英
怙
が
父
了
派
の
年
忌
に
連
歌
を
興
行
し
た
時
の
昌
叱
の
一
句
を
引
き
、
石
井
了
玄
が

中
風
で
没
し
た
時
に
は
紹
巴
亭
で
弔
連
歌
を
興
行
し
た
と
記
す
。
日
重
の
里
村
紹
巴
（
一
五
二
五
―
一
六
〇
二
）
を
は
じ
め
と
す
る
連
歌
と
の
深
い
関
り
を

語
る
、
大
切
な
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

紹
巴
の
一
派
が
窮
愛
し
て
い
た
昌
叱
の
子
岡
菊
丸
が
早
世
し
た
の
で
、
紹
巴
は　

根
さ
へ
か
れ
て
春
に
若
葉
の
菊
も
な
し　

と
詠
ん
で
い
る
。
日
重

は
、
こ
の
よ
う
な
哀
傷
の
句
に
心
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
昌
休
の
五
十
年
忌
や
紹
巴
の
父
の
年
忌
の
連
歌
を
と
り
あ
げ
、
み
ず
か
ら
は
摂
津
国
池
田
に

宗
祇
の
影
像
を
見
、
本
願
寺
に
伝
来
す
る
小
野
小
町
の
絵
像
を
み
て
の
連
歌
の
興
行
に
加
わ
る
な
ど
、
連
歌
界
で
の
活
動
範
囲
は
広
が
っ
た
。『
和
語
雑

雑
集
』
に
連
歌
を
引
く
心
情
は
、
先
人
の
連
歌
を
引
き
な
が
ら
亡
き
人
を
追
憶
し
、
老
い
行
く
自
ら
の
姿
に
無
常
観
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。
続
い
て
、

日
重
自
身
の
体
験
や
伝
承
、
さ
ら
に
該
博
な
知
識
を
も
と
に
、
先
人
の
連
歌
を
選
ん
で
適
宜
に
簡
潔
な
解
説
を
く
わ
え
、『
菟
玖
波
集
』『
新
撰
菟
玖
波

集
』
な
ど
の
連
歌
を
抜
書
す
る
。

　

日
重
は
、
連
歌
集
か
ら
選
び
あ
げ
る
句
の
基
準
に
つ
い
て
は
何
も
言
わ
な
い
が
、
選
ば
れ
た
句
に
よ
っ
て
そ
の
心
情
が
窺
わ
れ
る
。
紹
巴
が
点
者
と

な
っ
た
独
吟
の
百
句
に
は
、
孫
を
失
っ
た
石
井
英
怙
が
、『
法
華
経
』
の
「
於
我
滅
度
後
」
の
一
句
を
念
頭
に
、　

お
し
む
に
も
消
る
夜
や
た
ヽ
桜
の
花

の
露　

と
詠
み
、
深
い
悲
し
み
を
切
々
と
訴
え
て
い
る
。『
菟
玖
波
集
』
第
十
一
の
「
羇
旅
連
歌
」
に
、
御
製
の　

坂
も
く
る
し
き
山
の
つ
ヽ
ら
お	

り　

を
選
ん
だ
の
を
は
じ
め
多
く
の
句
に
は
、
僧
侶
と
し
て
旅
に
出
る
こ
と
の
多
か
っ
た
日
重
の
感
懐
を
引
き
た
て
る
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
巻
第
十
三
「
雑
連
歌
」
か
ら
は
、
多
く
の
句
を
と
り
あ
げ
て
歌
材
は
豊
か
で
、
心
敬
の
「
恨
あ
る
人
を
も
世
を
も
捨
は
て
ヽ
」
の
句
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で
終
わ
っ
て
い
る
。
次
い
で
、『
菟
玖
波
集
』
第
十
八
に
あ
る
「
神
祇
連
歌
」
と
「
釈
教
連
歌
」
を
え
ら
ん
で
い
る
の
は
、
僧
侶
と
し
て
自
然
な
心
情
と

い
え
よ
う
。

　

連
歌
の
抜
書
の
列
挙
が
終
わ
る
と
、「
雑
々
」
の
項
目
で
「
連
歌
式
目
」
の
う
ち
、
語
句
の
「
隔
」
が
「
惣
じ
て
連
歌
の
指
合
ハ
理
を
せ
め
た
る
、

一
々
け
に
も
に
て
面
白
し
」
と
、
実
例
を
挙
げ
て
解
説
す
る
。
例
え
ば
、「
吹
雪
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
風
と
同
類
の
語
を
用
い
る
に
は
五
句
、
雪
の
類

語
で
は
三
句
ほ
ど
隔
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
よ
う
な
、「
隔
」
の
き
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
類
語
に
つ
い
て
は
、「
聳
物
に
は
四
つ
あ
り
、
霞・

霧・

雲・

煙
也
、
此
中
霧
ば
か
り
そ
ひ
き
に
三
句
、
降
物
に
二
句
隔
也
」
と
、
多
く
の
用
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
、
連
歌
で

は
「
隔
」
の
決
ま
り
が
実
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
中
に
「
私
云
、
新
式
の
聞
書
別
帖
に
あ
り
」
と
あ
り
、
連
歌
師
は
新
し

く
加
わ
っ
た
「
隔
」
の
取
決
め
を
帳
面
に
メ
モ
し
て
持
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
連
歌
の
作
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
用
心
す
べ
き
点
を
、
古
典
か

ら
歌・

連
歌
を
引
用
し
な
が
ら
列
挙
し
続
け
る
。「
只
今
の
道
は
上
中
当
の
三
の
時
を
能
分
別
」
す
る
こ
と
が
神
慮
に
も
仏
意
に
も
叶
い
、「
本
歌
取
り
」

は
堀
川
院
の
時
代
（
一
〇
七
九
―
一
一
〇
七
）
を
下
限
と
し
、「
そ
の
心
似
合
侍
ら
ぬ
は
詮
無
し
」
な
ど
と
、『
吾
妻
問
答
』
を
抜
書
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
連
歌
の
作
句
の
上
で
用
い
る
用
語
や
事
物
な
ど
を
、
そ
れ
こ
そ
そ
こ
は
か
と
な
く
列
挙
し
て
解
説
を
加
え
る
。
こ
こ
に
は
、
師
か
ら
相

伝
し
体
得
し
た
連
歌
の
道
を
、
後
世
に
書
き
伝
え
よ
う
と
す
る
、
強
い
意
志
が
窺
わ
れ
る
。

○
第
三
章　

哀
傷
歌

　

日
重
が
六
十
七
歳
の
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
二
月
二
十
九
日
に
書
き
始
め
た
和
歌
の
雑
雑
記
で
、
一
冊
の
内
ご
く
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
零
本

で
あ
る
。
内
題
に
「
和
語
雑
々
抄　

日
重
行
年
六
十
七　

慶
長
乙
卯
二
月
二
十
九
日
」
と
あ
り
、『
和
語
雑
雑
抄
』
二
を
書
き
始
め
て
か
ら
六
日
目
に
は

新
た
に
こ
の
冊
に
進
む
速
筆
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
、
こ
の
書
を
執
筆
す
る
意
図
と
老
年
の
感
懐
を
次
の
よ
う
に
披
歴
す
る
。

　

ま
ず
「
不
堪
と
い
ひ
老
耄
と
い
ひ
病
中
と
い
ひ
」
と
、
年
老
い
て
万
事
は
か
ゆ
か
な
く
な
り
そ
れ
に
病
気
の
中
な
の
で
と
現
況
を
述
べ
る
が
、
当
時

盛
ん
な
著
作
活
動
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
れ
は
む
し
ろ
謙
遜
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
帖
に
は
「
昔
見
し
事
聞
し
事
」
を
そ
こ
は
か
と
書
付
け
て
い
る
の

で
、
歌
の
用
語・

作
者・

歌
集
の
名
な
ど
、
間
違
い
が
多
い
と
危
惧
す
る
。
と
に
か
く
「
こ
と
に
思
ひ
出
る
を
ま
ゝ
に
筆
に
ま
か
せ
て
書
付
け
」
た
と
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述
懐
す
る
。

　

抄
出
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
無
常・

哀
傷・

述
懐・

道
歌・

老
等
一
具
に
書
き
ま
じ
ゆ
」
と
、
諸
行
無
常
の
世
を
観
照
す
る
和
歌
を
抄
録
し
、
老
年

に
及
ん
だ
日
重
の
感
懐
を
表
白
す
る
。
続
い
て
、
慈
鎮・

西
行・

紀
貫
之・

和
泉
式
部
等
の
歌
を
、
古
今
集・

新
古
今
集・

伊
勢
物
語
な
ど
か
ら
抄
出

し
、
な
か
で
も
古
今
集
の
「
哀
傷
歌
」
に
共
感
を
示
し
て
い
る
。
徒
然
草
の
「
都
の
う
ち
に
お
ほ
き
人
し
な
さ
る
日
は
あ
る
べ
か
ら
す
」
に
続
く
無
常

観
は
、
生
死
の
境
を
鳥
辺・

船
岡
の
煙
に
よ
っ
て
よ
く
語
ら
れ
る
が
、
現
世
で
の
別
離
の
悲
し
さ
も
別
で
は
な
い
。
逢
坂
の
別
れ
を
う
た
っ
た
歌
を
最

後
に
、
こ
の
一
巻
は
中
断
す
る
。

あ
ふ
坂
の
嵐
の
風
は
寒
け
れ
ど
行
衛
し
ら
ね
ば
わ
び
つ
つ
ぞ
ぬ
る

○
第
四
章　

在
原
業
平

　

日
重
が
六
十
七
歳
の
慶
長
二
十
年
四
月
十
一
日
に
書
き
始
め
た
和
歌
の
雑
雑
記
で
、
表
紙
に
「
重
師
撰　

廿
年
四
月　

和
語
雑
々
抄
」
と
あ
り
、
内

題
に
「
和
語
雑
々
抄　

日
重
行
年
六
十
七　

慶
長
乙
卯
四
月
十
一
日
」
と
あ
る
。
冒
頭
に
は
、
こ
の
書
を
執
筆
す
る
意
図
と
老
年
の
感
懐
を
次
の
よ
う

に
披
歴
す
る
。

　

ま
ず
「
老
耄
殊
病
中
つ
れ
つ
れ
な
る
ま
ゝ
思
ひ
出
る
事
」
を
筆
に
ま
か
せ
て
書
付
け
る
の
で
、
す
べ
て
理
に
か
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
小
僧

等
自
然
（
こ
の
書
を
）
見
る
と
も
用
心
す
べ
し
」
と
、
後
続
の
読
者
に
む
か
っ
て
注
意
を
念
記
す
る
。

　

本
文
に
は
ま
ず
在
原
業
平
を
挙
げ
、
そ
の
や
ん
ご
と
な
い
種
姓
を
明
ら
か
に
し
、
好
色
な
る
故
に
時
に
会
わ
な
か
っ
た
生
涯
を
追
う
。
さ
ら
に
妹
や

契
り
を
結
ん
だ
女
人
な
ど
、
そ
の
周
辺
の
人
々
と
の
間
を
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
か
ら
引
用
し
た
歌
に
よ
っ
て
語
る
。
用
語
に
つ
い
て
は
、「
有
そ
か
し
」

の
語
が
御
妙
判
に
多
い
と
述
べ
る
。
こ
の
「
御
妙
判
」
と
は
日
蓮
遺
文
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
解
説
文
は
た
だ
の
抄
出
で
は
な
く
、
日
重
が

相
伝
し
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
感
じ
た
批
評
で
あ
ろ
う
。

　
『
伊
勢
物
語
』
百
十
四
に
あ
る
、
在
原
業
平
が
没
し
て
七
年
後
の
仁
和
二
年
十
二
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
、
御
狩
の
芹
河
行
幸
に
あ
た
っ
て
在
原
業
平

が
詠
ん
だ
歌
が
誤
解
さ
れ
、
光
孝
天
皇
の
御
気
色
を
損
じ
た
こ
と
を
あ
げ
、
そ
の
一
首
を
挙
げ
る
。
六
十
九
歳
の
業
平
が
自
身
の
こ
と
を
詠
ん
だ
の
に
、
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五
十
七
歳
の
天
皇
に
皮
肉
と
受
け
取
ら
れ
た
と
い
う
。
み
ず
か
ら
の
老
年
を
意
識
し
て
選
ん
だ
歌
で
あ
る
。

お
き
な
さ
び
人
な
と
り
め
そ
か
り
衣
け
ふ
ば
か
り
と
ぞ
た
へ
も
な
く
な
る

　

次
い
で
『
徒
然
草
』
を
抄
出
す
る
。
九
条
殿
の
遺
誡
を
あ
げ
て
、
美
麗
を
求
め
ず
質
素
を
旨
と
す
べ
き
と
い
い
、
驕
り
を
排
し
て
思
慮
深
く
控
え
め

に
過
ご
す
旨
を
抄
録
す
る
。
続
い
て
処
世
の
心
得
を
述
べ
、
酒
の
功
罪
を
あ
げ
る
。
長
文
を
抄
出
し
て
い
て
、
庵
居
す
る
兼
好
の
心
と
相
通
じ
る
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

法
華
（
日
蓮
）
宗
の
僧
の
身
に
老
年
を
迎
え
た
日
重
の
心
は
、
仏
教
信
仰
の
心
情
を
詠
む
「
釈
教
歌
」
に
向
か
う
の
は
当
然
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の

「
一
心
欲
見
仏
」「
宝
樹
多
華
果
」「
常
在
霊
鷲
山
」
等
の
語
句
や
、「
不
軽
品
」「
寿
量
品
」「
厳
王
品
」
等
の
品
名
に
ち
な
む
歌
を
選
ぶ
。
慈
円
の
人
口

に
膾
炙
し
た
一
首

お
ほ
け
な
く
う
き
よ
の
た
み
に
覆
ふ
哉
わ
か
た
つ
そ
ま
に
す
み
染
の
袖

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
な
か
に
「
お
ほ
け
な
く
」
の
語
が
あ
り
、「
お
ほ
け
な
く
は
恭
の
字
也
。
祖
師
の
お
ほ
け
な
く
国
主
迄
と
こ
そ
思
へ
と
も
、
わ
れ

と
も
ち
ひ
ら
れ
ぬ
世
な
れ
は
を
よ
は
す
と
、
御
遊
ば
す
同
じ
心
也
、
殊
勝
也
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
日
重
は
こ
の
こ
ろ
『
見
聞
愚
案
記
』
の
執
筆
を
企
画
し
、
四
月
十
四
日
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
か
ら
、『
和
語
雑
々
抄
』
に
も
当
然
な
が
ら
法

華
教
学
が
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
十
界
」「
自
業
自
得
果
」
等
に
つ
い
て
語
り
、
釈
尊
一
代
の
諸
経
を
「
自
業
自
得
果
ノ
五
ノ
文
字
な
る
べ
し
」

と
い
う
。
さ
ら
に
、
仏
教
の
情
感
を
表
明
す
る
一
首
を
掲
げ
て
終
わ
る
。

な
に
か
お
も
ひ
な
に
と
か
嘆
く
世
中
は
た
だ
蕣
の
花
の
う
へ
の
露

○
第
五
章　

百
人
一
首
聞
書
略
抄

　

日
重
が
六
十
八
歳
の
元
和
二
年
正
月
六
日
に
書
き
始
め
た
、
宗
祇
の
『
百
人
一
首
聞
書
略
』
の
抄
出
で
あ
る
。『
百
人
一
首
聞
書
略
』
に
つ
い
て
は
、

写
本
が
『
百
人
一
首
抄
』
の
書
名
で
宮
内
庁
書
陵
部
に
収
蔵
さ
れ
、
そ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
文
明
十
年
夏
四
月
十
八
日
に
宗
祇
が
執
筆
し
て
宗
歓
禅
師

に
贈
っ
た
真
蹟
本
を
、
安
永
五
年
四
月
中
旬
に
平
顕
仲
が
「
模
写
」
し
て
い
る
。『
和
語
雑
雑
抄
』
の
年
紀
に
つ
い
て
は
、『
百
人
一
首
聞
書
略
』
の
抄
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出
の
終
わ
り
に
「
元
和
二
年
丙
申
正
月
六
日　

行
年
六
十
八　

日
重
（
花
押
）」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
抄
出
を
終
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
紙
に
は
、
ま
ず
花
の
一
首
を
掲
げ
る
。

笛
竹
の
声
お
か
し
く
き
こ
ゆ
る
は
花
ち
り
た
り
と
け
ふ
は
也
け
り

　

続
い
て
、『
百
人
一
首
聞
書
略
』
の
序
文
の
要
点
を
抄
出
す
る
が
、
抄
出
さ
れ
た
文
は
必
ず
し
も
原
文
に
忠
実
で
は
な
く
、
全
体
的
に
取
意
で
あ
る
。

書
名
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
百
人
一
首
聞
書
略
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
依
っ
た
。
次
に
「
宗
祇
註
の
奥
書
云
」
と
あ
る
が
、
写
本
に
よ
る
と
こ
れ

は
「
序
文
」
に
あ
た
り
、
内
容
的
に
も
こ
の
方
が
意
に
叶
っ
て
い
る
の
で
、
写
本
の
形
式
に
従
っ
て
「
序
文
」
と
す
る
。

　

序
文
に
は
、「
京
極
黄
門
小
倉
山
山
荘
色
紙
和
歌
」
を
世
人
は
「
百
人
一
首
」
と
よ
ぶ
。
百
人
一
首
を
選
ん
だ
意
趣
は
、（
和
歌
は
も
と
よ
り
実
を
根

本
に
し
て
花
を
枝
葉
に
し
て
詠
む
べ
き
な
の
に
）、「
新
古
今
の
花
の
過
た
る
事
を
、
口
惜
思
ひ
て
撰
置
か
る
る
也
」
と
、
後
堀
川
院
の
時
に
「
新
勅
撰

集
」
を
選
ば
れ
た
。
そ
の
心
は
、
い
ま
の
百
人
一
首
と
同
じ
で
、
十
分
の
う
ち
実
は
六
七
分
で
花
は
三
四
分
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、「
古
今

は
花
実
相
対
、
後
撰
は
実
過
分
、
拾
遺
は
花
実
兼
た
り
。
一
集
一
集
を
見
て
時
代
の
風
を
知
る
べ
し
」
と
、
宗
祇
の
感
懐
を
抄
録
す
る
。

　

本
文
は
、
百
人
一
首
を
順
番
に
従
っ
て
取
り
上
げ
る
『
百
人
一
首
聞
書
略
』
の
抄
出
で
あ
る
が
、
解
説
文
は
抄
と
い
う
よ
り
大
意
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
歌
の
は
じ
め
は
天
智
天
皇
の
一
首
で
、
順
次
歌
を
掲
げ
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。

秋
の
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
我
が
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ

　
「
か
り
ほ
庵
」
の
意
味
と
読
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
「
苅
穂
の
庵
」
か
「
か
り
庵
の
い
ほ
」
か
と
い
う
二
説
を
あ
げ
、「
か
り
庵
よ
ろ
し
か
る
べ
き

に
や
」
と
判
じ
、
庵
の
荒
廃
に
よ
せ
て
一
首
の
意
味
と
心
情
を
説
き
、
天
子
の
王
道
を
思
う
心
の
述
懐
に
思
い
を
は
せ
る
。
対
し
て
日
重
は
「
一
説
は

苅
穂
の
庵
、
一
説
は
か
り
庵
の
い
ほ
也
」
と
い
い
、「
古
の
歌
は
同
じ
事
を
重
ね
て
よ
む
事
常
の
儀
也
」
と
、
両
者
を
巧
み
に
会
通
し
て
い
る
。
こ
の
外

に
、
歌
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
智
識
や
歌
人
の
伝
承
な
ど
を
筆
記
し
、
私
見
を
加
え
た
り
し
て
い
る
。

　

百
人
一
首
の
解
説
が
一
通
り
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
後
跋
を
記
し
て
叙
述
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
述
懐
す
る
。
日
重
が
若
い
時
、
臨
江
齋
紹
巴
法
橋

か
ら
、
百
人
一
首
の
作
者
の
読
み
方
、
歌
の
清
濁
な
ど
を
相
伝
さ
れ
た
。
こ
れ
を
弟
子
の
僧
た
ち
に
校
合
さ
せ
る
と
き
、
こ
の
『
百
人
一
首
聞
書
略
』
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を
は
じ
め
す
る
古
抄
と
、
紹
巴
が
語
っ
た
こ
と
な
ど
を
交
え
て
書
き
入
れ
た
と
い
う
。
こ
の
一
冊
の
内
容
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
日
重
の
手

許
に
は
紹
巴
か
ら
の
聞
書
き
を
記
し
た
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
又
、「
老
耄
、
殊
病
中
の
事
な
れ
ハ
、
模
字
、
落
字
、
義
理
等
正

躰
あ
る
へ
か
ら
す
、
後
見
之
人
垂ｲ

添
削ｱ

給
へ
而
已
」
と
念
記
し
、「
元
和
二
丙
辰
正
月
六
日　

行
年
六
十
八　

日
重
」
と
記
し
て
い
る
。

　
「
追
加
」
で
は
、
和
歌
に
つ
い
て
の
知
識
の
断
片
を
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
記
す
。「
百
人
一
首
」
は
『
新
古
今
』
の
後
『
新
勅
撰
』
の
前
と
い
い
、「
時

代
年
代
こ
れ
を
明
か
に
す
べ
し
」
と
課
題
を
示
す
。
定
家
の
著
書
に
つ
い
て
、
定
家
の
「
三
部
集
」
と
は
、「
詠
歌
大
概
」「
百
人
一
首
」「
雨
中
吟
と
未

来
記
」
で
、『
秀
歌
大
躰
大
略
』
も
そ
の
撰
集
で
あ
る
。
世
に
定
家
の
「
三
ノ
双
紙
」
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
細
川
玄
旨
は
真
作
で
は
な
い
と
い
う

な
ど
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
歌
集
や
歌
論
集
の
書
誌
が
、
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
追
記
の
分
部
は
、
日
重
が
ま
だ
若
い

二
十
二
歳
の
頃
に
、
本
覚
院
某
が
摂
津
国
の
堺
で
講
釈
し
た
の
を
聴
講
し
た
メ
モ
で
あ
る
。
こ
の
本
覚
院
（
真
軫
）
と
称
す
る
僧
は
、
京
都
に
長
く
住

ん
で
い
て
、
紹
巴
か
ら
歌
道
を
学
ん
だ
僧
で
あ
っ
た
。

○
第
六
章　

古
今
集
の
抄

　

日
重
が
六
十
八
歳
の
元
和
二
年
六
月
六
日
に
書
き
始
め
た
、
定
家
本
の
『
古
今
集
』
を
基
に
し
た
和
歌
の
抄
出
で
あ
る
。
ま
ず
『
古
今
集
』
第
十
物

名
歌
か
ら
十
六
首
、
墨
滅
歌
か
ら
三
首
、
計
十
六
首
を
あ
げ
、
つ
い
で
「
俳
諧
事
」
と
し
て
第
十
九
「
雑
躰
」
の
歌
を
と
り
あ
げ
、「
戯
事
に
て
、
し
か

も
妙
義
を
顕
は
せ
る
也
」
と
注
目
し
、「
十
九
俳
諧
の
歌
」
を
撰
ん
で
い
る
。

我
君
は
千
代
に
や
千
代
に
さ
さ
れ
い
し
の
岩
ほ
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
で

　

こ
の
歌
の
意
を
、「
今
の
時
」
と
「
無
限
の
時
」
と
い
う
、「
二
を
対
す
る
」
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
、
海
と
山・

相
生
の
松・

男
女
な
ど
例
は
多
く
、
歌
を
詠
む
う
え
で
重
要
な
要
素
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
春
に
秋
、
朝
に
夕
暮
、
花
に
木
の
葉
な
ど
、「
能
対
せ
り
」
と
い
う
。

　

こ
こ
で
「
第
九
の
段
」
と
あ
っ
て
、
抄
録
の
原
本
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
こ
れ
を
確
定
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
さ
て
、
歌
道
が
広

ま
っ
た
の
は
「
奈
良
の
御
門
の
御
時
」
と
い
い
、
こ
の
こ
ろ
柿
本
人
麻
呂
と
山
部
赤
人
が
現
れ
て
歌
仙
と
謳
わ
れ
た
。
こ
の
御
門
に
つ
い
て
は
異
説
が

あ
り
、『
古
来
風
躰
抄
』
で
は
聖
武
天
皇
の
御
代
と
い
う
。『
万
葉
集
』
が
撰
せ
ら
れ
た
時
に
つ
い
て
、
紹
巴
は
、「
あ
る
人
…
貫
之
に
問
た
れ
ば
、　

神
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無
月
雨
ふ
り
お
け
る
な
ら
の
は
の
名
に
お
ふ
宮
の
ふ
る
事
そ
こ
れ　

と
よ
ま
れ
し
也
。
万
葉
集
は
平
城
天
皇
の
御
時
撰
せ
ら
れ
た
る
事
は
歴
然
也
」
と

い
う
。

　

定
家
は
、
僧
正
遍
照
を
高
く
評
価
し
、「
心
な
き
草
木
鳥
獣
に
心
付
て
云
る
は
皆
偽
り
な
り
、
も
の
い
は
ぬ
花・

紅
葉・

雪
に
も
物
い
は
す
る
は
歌
に

て
は
あ
れ
、
是
か
歌
道
に
て
そ
」
と
、
和
歌
の
真
髄
を
語
っ
た
。

　

日
重
が
学
問
の
た
め
に
南
都
に
住
ん
で
い
た
時
、
律
宗
の
不
退
寺
に
五
月
二
十
七
日
の
会
式
を
見
物
に
行
っ
た
。
こ
の
日
は
在
平
業
平
の
祥
月
忌
日

に
あ
た
り
、
直
筆
の
讃
の
あ
る
「
業
平
の
影
像
」
が
掛
か
っ
て
い
た
。
業
平
の
歌
は
ほ
と
ん
ど
勅
撰
集
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
辞
世
の
歌
で
は
な
い
か

と
い
う
。

ね
ぬ
る
夜
の
夢
を
は
か
な
み
ま
と
ろ
め
ば
い
や
は
か
な
に
も
成
ま
さ
る
也

　

こ
の
よ
う
に
、
僧
正
遍
照・

在
原
業
平・
文
屋
康
秀・

喜
撰
法
師・

小
野
小
町・

小
野
黒
主
ら
六
人
の
「
詠
歌
幷
得
失
の
次
第
」
を
述
べ
、
歌
道
の

大
事
を
よ
く
料
簡
し
て
「
歌
の
躰
」
を
よ
く
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
い
で
第
十
二
段
に
『
古
今
集
』
の
成
立
事
情
を
略
述
し
、
第
十
三
段
に

「
仮
名
序
」
の
大
略
を
抄
出
し
、
東
常
縁
か
ら
宗
祇
に
伝
授
し
た
「
古
今
伝
授
」
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
、「
常
縁
の
講
釈
を
宗
祇
法
師
聞
書
之
趣
」
を

略
記
す
る
。

　

こ
の
聞
書
は
、
外
記
少
納
言
清
原
宣
賢
、
環
翠
軒
宗
尤
が
、
逍
遥
院
前
内
府
三
條
西
実
隆
か
ら
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
、「
古
今
伝
授
」
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、「
古
今
伝
授
」
は
も
と
も
と
逍
遥
院
が
宗
祇
か
ら
伝
授
さ
れ
、
宗
祇
は
東
常
縁
か
ら
伝
授
さ
れ
た
。
ま
た
、「
其
時
の
帝
王
」
も
逍
遥
院
か
ら

伝
授
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
帝
王
は
宗
祇
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
。
そ
の
帝
王
は
後
奈
良
天
皇
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
重
は
、
逍
遥
院
実
隆
と
牡
丹
花
肖
柏
の
二
人
が
宗
祇
か
ら
「
古
今
伝
授
」
を
受
け
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
外
記
環
翠
の
こ
と
は
「
今
の
抄
出

に
て
は
じ
め
て
見
た
る
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
伊
勢
物
語
の
『（
伊
勢
物
語
）
惟
清
抄
』
も
環
翠
の
作
と
い
い
、
抜
書
き
の
親
本
も
こ
の
こ
ろ
の
書
で
あ

ろ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
後
は
「
已
下
雑
々
」
と
し
て
、
歌
集
の
外
に
宝
物
集・

日
本
書
紀・

源
氏
物
語・
平
家
物
語・

徒
然
草
な
ど
を
幅
広
く
引
い
て
、
思
い
つ
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く
ま
ま
を
書
き
連
ね
、
日
重
自
作
の
一
首
を
留
め
て
い
る
。

い
か
に
し
て
な
く
さ
む
そ
共
古

イ
ニ
シ
エの

文
を
し
よ
ま
ぬ
人
に
と
は
ば
や　

日
重
か
愚
詠
也
。

　

な
か
で
も
、
こ
こ
に
引
用
す
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
と
『
源
氏
物
語
』
の
両
書
が
身
延
文
庫
に
伝
来
し
て
い
て
、
日
重
の
手
沢
本
と
み
ら
れ
て
い

る
（『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
三
）
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
光
源
氏
の
由
来
を
略
記
し
、「
源
氏
物
語

目
録
」
を
巻
ご
と
に
挙
げ
た
う
え
で
、「
雲
隠
六
帖
」
を
加
え
た
「
源
氏
六
十
帖
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
又
、
源
氏
物
語
を
抄
出
し
た
書
は

多
く
、
近
頃
の
も
の
に
は
紹
巴
や
昌
叱
の
抄
が
あ
る
も
の
の
能
本
は
稀
で
、
逍
遥
院
実
隆
の
「
細
流
」
が
「
㝡
吉
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
抄
録
を
全
体
的
に
み
る
と
、
和
歌
の
作
者
の
周
辺
事
情
に
明
る
く
、
文
献
上
の
広
い
知
見
を
持
ち
、
作
品
に
つ
い
て
は
語
句
の
読
み
と
使

用
方
法
に
特
に
留
意
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
日
重
は
、
歌
人
と
い
う
よ
り
も
、
古
典
文
学
研
究
者
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

○
第
七
章　

懐　

旧

　

日
重
が
六
十
八
歳
の
元
和
二
年
十
一
月
七
日
に
書
き
始
め
た
巻
で
、
現
本
は
「
第
十
五
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
整
理
の
都
合
で
第
七
章
に
置
く
。

　

初
め
は
追
筆
で
、
幾
つ
か
の
注
意
す
べ
き
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
古
今
集
』
は
す
べ
て
覚
え
る
か
ら
抜
書
に
は
及
ば
な
い
。
連
歌
の
新
式
に
は
牡

丹
花
肖
柏
の
追
加
も
見
え
、
定
家
の
『
拾
遺
愚
草
』
の
抄
も
あ
る
な
ど
い
う
。
紹
巴
は
、
堺
衆
の
連
歌
が
下
手
な
の
は
こ
の
『
拾
遺
愚
草
』
を
覚
え
た

か
ら
と
い
い
、
歌
を
五
千
首
ほ
ど
も
暗
誦
し
た
と
い
う
。
堺
に
は
本
覚
院
等
軫
と
い
う
紹
巴
の
弟
子
が
い
た
の
で
、
そ
の
講
義
を
「
法
華
三
大
部
」
の

隙
を
ぬ
っ
て
聴
聞
し
た
。
も
う
五
十
年
の
前
の
こ
と
で
あ
る
。「
今
病
中
に
徒
然
な
る
ま
ま
、
聴
聞
せ
し
事
共
九
牛
の
一
毛
程
」
で
あ
る
。

　

本
文
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
九
話
、
業
平
が
伊
勢
国
に
使
い
に
行
っ
た
時
の
、
斎
宮
と
の
逢
瀬
を
歌
っ
た
歌
や
、『
新
古
今
集
』
の
五
戒
を
持
つ

賢
女
が
不
貞
を
拒
否
す
る
女
の
歌
を
挙
げ
る
。
次
い
で
、
元
和
二
年
の
大
雪
節
に
、
日
重
は
書
を
広
げ
み
な
が
ら
、「
な
き
世
の
人
を
友
と
し
て
」
詠
ん

だ
一
首
の
歌
を
書
き
止
め
、「
我
が
発
句
共
片
腹
痛
」
と
謙
遜
し
て
い
る
。

い
か
に
し
て
な
く
さ
み
む
と
も
文
と
も
を
よ
ま
で
過
ゆ
く
人
に
と
は
ば
や

　

元
和
二
年
丙
辰
歳
暮
に
は
、
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一
と
せ
は
め
ぐ
り
も
あ
え
ぬ
時
雨
哉

数
ふ
れ
ば
我
身
に
つ
も
る
年
月
を
送
り
迎
ふ
と
な
に
い
そ
く
ら
ん

　

年
が
明
け
て
、
元
和
三
年
丁
巳
正
月
元
日
に
は
、

か
き
り
い
つ
思
ひ
の
外
の
け
ふ
の
春

　

紹
巴
は
、「
和
漢
の
発
句
は
漢
の
古
事
を
踏
ま
え
て
し
た
る
が
吉
也
」
と
い
い
、
そ
の
和
漢
の
発
句
に

　
　

散
な
け
ふ
青
き
を
ふ
ま
ん
花
の
か
げ　

の
一
句
を
あ
げ
、
陰
暦
の
二
月
二
日
に
青
草
を
踏
む
行
事
を
指
す
、「
踏タ

ッ

青セ
イ

」
の
古
事
が
下
敷
き
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
又
、　

梅
花
香
な
が
く
う
つ
す
筆
も
か
な　

の
一
句
は
、
南
宋
の
羅
大
経
の
随
筆
『
鶴
林
玉
露
』
の
「
雪
を
絵
く
者
は
そ
の
情
を
絵
く
能

わ
ず
、
…
花
を
絵
く
者
は
其
の
馨
を
絵
く
能
わ
ず
」
に
拠
る
な
ど
の
例
を
あ
げ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
古
歌
を
あ
げ
て
、
そ
の
類
の
歌
を
あ
げ
、
な
…
そ・

な
か
ら・

や
ら
ん・

こ
そ・

だ
に・

し
か
な・

い
ま
だ
等
の
用

法
を
説
き
、
歌
の
情
感
を
解
説
す
る
。
思
い
つ
く
ま
ま
ま
に
古
歌
を
選
び
出
し
て
、
こ
れ
を
中
心
に
各
方
面
か
ら
注
釈
を
加
え
る
と
い
う
の
が
、
洛
中・

奈
良・

堺
を
舞
台
に
し
て
当
時
盛
ん
に
な
っ
た
、
歌
人・

連
歌
師
に
よ
る
歌
の
会
で
の
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

　

藤
原
氏
の
氏
寺
、
奈
良
興
福
寺
の
南
円
堂
は
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
建
て
ら
れ
堂
で
、
藤
原
北
家
の
繁
盛
を
謳
う
一
首
を
抄
出
す
る
。

ふ
た
ら
く
の
南
の
岸
に
堂
た
て
て
今
ぞ
さ
か
へ
ん
北
の
ふ
ち
な
み

　

こ
の
歌
の
中
で
「
今
ぞ
さ
か
へ
ん
北
の
ふ
じ
な
み
」
と
あ
る
の
は
、
藤
原
北
家
の
繁
栄
を
あ
ら
わ
し
、
南
円
堂
に
そ
の
姿
を
映
し
見
る
意
で
あ
る
。

日
重
が
住
持
と
な
っ
た
京
都
本
満
寺
は
、
当
時
は
近
衞
家
を
檀
越
と
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
一
首
に
注
目
し
て
抄
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
古
今
集
』
別
離
歌
に
あ
る　

む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
哉　

を
あ
げ
、
別
離
歌
と
次
の
羇
旅
歌
と
を
一
つ

に
し
た
集
も
あ
る
と
、
異
本
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、　

ほ
の
ほ
の
と
明
る
け
し
き
に
、
天
の
岩
戸
の
事
を
思
ひ
や
り
た
る
心　

を
詠
む
、

天
の
戸
を
お
し
あ
け
か
た
の
雲
上
の
神
代
の
月
の
か
け
そ
の
こ
れ
り

の
歌
を
選
ん
だ
の
は
、
日
重
が
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
読
ん
だ
こ
と
に
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
身
延
文
庫
に
、
卜
部
家
本
の
『
日
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本
書
紀
』
神
代
巻
の
写
本
が
二
部
ほ
ど
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

日
重
は
法
華
（
日
蓮
）
宗
の
僧
で
あ
る
か
ら
、
依
経
の
『
法
華
経
』
の
「
妙
荘
厳
王
本
事
品
」
に
因
ん
だ
、

を
そ
く
と
く
色
付
山
の
紅
葉
々
は
を
く
れ
さ
き
た
つ
露
や
お
く
ら
ん

の
一
首
を
あ
げ
て
、「
信
心
の
軽
重
に
よ
っ
て
成
仏
に
遅
速
あ
る
べ
き
事
思
ひ
合
わ
す
べ
し
」
と
、
そ
の
心
を
読
む
。
も
う
一
首

白
露
も
時
雨
も
い
た
く
も
る
山
は
下
葉
の
こ
ら
ず
色
付
に
け
り

を
あ
げ
、
声
聞・

縁
覚・
菩
薩
の
三
乗
の
修
行
は
、
煩
悩
を
残
ら
ず
滅
し
て
成
仏
す
る
と
い
う
、
一
切
衆
生
皆
成
仏
道
の
教
え
を
詠
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
、
日
重
の
所
感
を
あ
ら
わ
す
『
古
今
集
』
の
一
首
を
あ
げ
る
。

柴
の
戸
に
入
日
の
影
は
さ
し
な
が
ら
い
か
に
し
ぐ
る
る
山
路
な
る
ら
ん

○
第
八
章　

四
季
の
月

　

日
重
が
六
十
九
歳
の
元
和
三
年
十
一
月
十
七
日
、
病
中
に
書
き
始
め
た
『
和
語
抄
』
で
あ
る
。
ま
ず
、「
四
季
の
月
の
歌
」
と
し
て
、
春・

夏・

秋・

冬
の
四
首
を
撰
ぶ
。
老
年
の
わ
び
し
さ
が
、
う
つ
ろ
う
月
の
眺
め
に
心
を
引
き
付
け
る
の
だ
ろ
う
。

て
り
も
せ
ず
曇
り
も
果
て
ぬ
春
の
夜
の
朧
月
夜
に
し
く
物
は
な
し

夏
の
月
光
は
秋
に
霜
さ
へ
て
郭
公
な
く
あ
け
ぼ
の
は
春

秋
風
に
た
な
び
く
雲
の
絶
間
よ
り
も
れ
出
る
月
の
さ
や
け
さ

秋
は
猶
木
の
葉
か
く
れ
も
つ
ら
か
り
き
月
は
ふ
ゆ
こ
そ
見
る
べ
か
り
け
れ

　
「
忍
」
の
語
に
は
三
つ
の
意
が
あ
り
、
隠
す
事
、
恋
し
た
う
事
、
こ
ら
ふ
る
事
で
、「
歌
に
よ
っ
て
よ
く
思
い
分
く
べ
し
」
と
い
う
。
経
論
に
い
う
「
し

の
ぶ
」
は
多
く
は
堪
忍
の
意
で
、『
法
華
経
』
に
み
る
不
軽
菩
薩
の
忍
難
の
説
話
を
は
じ
め
、「
忍
波
羅
蜜
」「
心
懐
恋
慕
」「
渇
仰
於
仏
」「
咸
皆
懐
恋

慕
」
な
ど
の
語
が
、
仏
の
滅
度
を
悲
し
み
仏
の
出
現
を
恋
慕
す
る
意
味
と
述
べ
る
。

　

元
和
三
年
に
崩
御
さ
れ
た
後
陽
成
院
の
辞
世
と
御
発
句

18

日
蓮
学

　
第
五
号



う
き
秋
の
虫
の
鳴
音
の
哀
れ
を
も
今
身
の
上
に
限
り
と
そ
思
ふ

月
を
老
と
な
る
迄
め
て
し
浮
世
哉

　

日
蓮
聖
人
の
「
日
蓮
は
な
か
ね
共
涙
隙
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
た
の
は
、
次
の
歌
で
あ
る
。

声
は
し
て
涙
は
見
へ
ぬ
郭
公
我
衣
手
の
ひ
つ
を
か
ら
な
ん

　
『
伊
勢
物
語
』
は
歌
が
面
で
詞
は
前
書
き
の
よ
う
で
、『
源
氏
物
語
』
は
詞
書
が
先
で
歌
は
少
い
。
こ
の
た
め
に
、
定
家
の
『
詠
歌
大
概
』
に
は
『
伊

勢
物
語
』
の
「
読
様
の
大
体
」
を
書
き
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
事
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。

○
第
九
章　

歌
詞
同
心
異
抄

　

日
重
が
七
十
歳
の
元
和
四
年
四
月
、
病
中
に
書
き
始
め
た
「
歌
詞
同
心
異
」
と
称
す
る
、『
和
語
（
雑
雑
）
抄
』
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、「
大
和
歌
に
、

其
詞
同
じ
く
し
て
、
そ
の
心
わ
か
れ
る
事
お
ほ
し
」
と
記
し
、
同
じ
詞
で
も
そ
の
意
味
合
い
が
い
く
つ
か
に
わ
か
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
は
上
下
の

「
て
に
は
」
す
な
わ
ち
助
詞
に
よ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、「
し
か
ら
め
や
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
し
ら
じ
、
し
る
ら
ん
、
し
り
そ
す
ら
ん
、
な
ど
の
意
味

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
違
い
を
、『
古
今
集
』
を
主
と
す
る
歌
集
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
、
語
句
を
掲
げ
な
が
ら
解
説
を
加
え
る
。

　

例
え
ば
「
だ
に
」
の
一
語
に
は
、「
な
り
と
も
」
と
「
さ
え
」
と
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
意
味
で
あ
る
が
、
両
方
を
備
え
る
歌
も

あ
る
。「
所
詮
歌
に
よ
り
て
能
々
分
別
す
べ
し
」
と
、
両
方
の
意
を
も
つ
歌
を
あ
げ
る
。

う
き
身
を
は
我
た
に
い
と
ふ
い
と
へ
た
だ
そ
を
だ
に
お
な
じ
心
と
思
は
ん

　

以
下
順
に
、
な
ん
、
へ
し
、
か
も
、
か
、
や
、
あ
わ
れ
、
か
な
し
、
お
う
き
、
し
の
ふ
、
な
ど
を
あ
げ
る
。「
昔
を
恋
し
た
う
義
」
の
歌
を
あ
げ
る
。

な
か
ら
へ
は
又
此
比
や
し
の
ば
れ
ん
う
し
と
み
し
世
ぞ
今
は
恋
し
き

　
「
し
の
ぶ
」
の
語
句
に
日
蓮
聖
人
の
「
御
妙
判
（
ご
遺
文
）」
を
思
い
起
こ
し
、「
鳥
は
飛
徳
人
に
勝
た
り
、
日
蓮
は
諸
経
の
浅
深
を
知
る
事
、
花
厳
の

澄
観
、
三
論
の
嘉
祥
、
真
言
の
弘
法
等
に
勝
れ
た
り
、
天
台・

伝
教
の
跡
を
忍
ぶ
故
也
」
と
記
す
。
法
華
（
日
蓮
）
宗
の
僧
侶
と
し
て
出
発
し
た
頃
に

親
し
ん
だ
日
蓮
遺
文
の
心
が
、
歌
道
を
学
ぶ
道
筋
で
い
つ
も
観
念
の
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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い
と
ど
だ
に
下
賤
屋
敷
の
内
の
い
ぶ
せ
き
に
う
の
花
み
た
し
五
月
雨
そ
ふ
る

　

こ
の
一
首
に
、
日
蓮
聖
人
が
佐
渡
配
流
の
途
次
に
記
し
た
、『
寺
泊
御
書
』
に
あ
る
「
宿
々
の
い
ぶ
せ
さ
」
の
語
を
想
起
し
て
い
る
。
和
歌
に
表
れ
る

語
句
の
一
つ
一
つ
に
、
日
蓮
の
故
事
を
想
う
と
い
う
の
が
、
日
重
の
祖
師
日
蓮
に
寄
せ
る
深
い
思
い
で
あ
っ
た
。

　
「
う
つ
ろ
う
」
に
、

色
み
へ
て
う
つ
ろ
う
物
は
世
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
り

他
一
首
を
挙
げ
、
仏
教
的
な
意
義
づ
け
を
し
た
う
え
で
、「
色
見
へ
て
」
を
濁
れ
ば
形
色
無
く
、
清
と
読
め
ば
形
色
が
あ
る
意
味
に
な
る
と
い
う
。
日
重

が
広
い
仏
教
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
見
解
は
筆
者
自
身
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
続
く
語
句
は
、
う
た
か
た
、
か
け
ろ
ふ
、

玉
の
を
、
た
ま
き
は
る
、
な
ど
と
、
無
常
観
を
思
わ
せ
る
傾
向
に
あ
る
の
は
、
七
十
歳
と
い
う
老
い
た
心
の
故
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
わ
く
ら
は
」
に
は
、
た
ま
さ
か
、
た
ま
た
ま
の
意
味
と
と
も
に
、
夏
木
立
の
中
に
紅
葉
す
る
「
病
葉
」
を
指
す
。
こ
の
説
明
を
記
し
た
後
で
、「
已

上
巴
の
義
也
」
と
記
し
、「
予
、
芹
生
山
住
居
の
時
芳
問
に
あ
つ
か
り
、
二
夜
三
日
種
々
物
語
あ
り
し
、
そ
の
内
也
」
と
注
記
し
て
い
る
。
日
重
は
、
連

歌
師
と
し
て
高
名
な
紹
巴
と
親
し
く
接
し
、
歌・
連
歌
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
は
や
」
の
言
葉
に
は
、
多
く
の
意
味
が
あ
る
。

心
あ
ら
ん
都
の
人
に
か
た
ら
ば
や
か
た
山
里
の
秋
の
景
し
き
を

さ
ひ
し
と
ハ
た
れ
か
い
ひ
け
ん
山
里
を
み
せ
は
や
田
子
の
早
苗
と
る
比

　

こ
の
二
首
の
歌
に
、「
御
妙
判
」
の
「
は
せ
参
り
て
拝
み
ま
い
ら
せ
候
は
ば
や
と
御
遊
す
と
云
願
也
」
と
、
日
蓮
遺
文
の
「
真
間
釈
迦
佛
御
供
養
遂

状
」
の
一
節
を
述
べ
る
。
最
後
に
、「
悲
嘆
哀
傷
の
歌
」
二
首
を
、
さ
ら
に
大
江
千
里
の
歌
を
掲
げ
て
終
わ
る
。

月
見
れ
ば
千
々
に
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
我
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど

　

裏
表
紙
に
は
、「
元
和
四
戊
午
五
月
日　

花
洛
本
満
寺
十
二
世　

日
重　

行
年
七
十
」
と
記
し
、「
日
重
」
の
印
文
の
朱
印
を
捺
し
て
い
る
。
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○
第
十
章　

古
稀
の
歳

　

前
後
が
欠
失
し
て
る
上
に
、
伝
来
す
る
丁
数
も
少
な
い
零
本
で
あ
る
が
、
日
重
の
歌・

連
歌
も
収
録
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。

　

連
歌
師
の
明
印
が　

朝
戸
明
の
麓
は
柳
桜
哉　

と
一
句
を
詠
ん
だ
。
織
田
信
長
が
尾
張
の
清
州
城
か
ら
上
洛
の
軍
を
発
し
よ
う
と
す
る
時
で
あ
る
。

信
長
は
清
須
城
で
こ
の
一
句
を
聞
い
て
、「
城
を
あ
く
る
は
不
吉
也
」
と
い
っ
て
、
連
歌
は
上
手
な
よ
う
だ
が
気
は
下
手
だ
と
評
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら

く
し
て
昌
叱
が
清
州
城
を
訪
れ
て　

木
枯
も
及
ば
じ
森
の
し
げ
り
哉　

と
詠
む
と
、
信
長
は
一
段
と
感
悦
し
た
。

　

元
和
戊
午
四
年
に
七
十
歳
の
古
稀
を
迎
え
た
日
重
は
、

世
に
ふ
る
も
稀
な
る
年
の
は
し
め
哉

と
詠
み
、
当
時
の
歌
人
で
能
書
家
で
あ
っ
た
烏
丸
光
広
は
こ
れ
に
二
句
を
付
け
た
。

ま
た
き
雪
間
の
わ
か
な
つ
む
袖

あ
ひ
に
あ
ひ
ぬ
稀
な
る
年
の
花
の
春

　

辻
子
玄
哉
が
天
正
四
年
に
七
十
歳
で
没
し
た
時
、
紹
巴
は
弔
歌
一
首
を
詠
ん
だ
。

世
に
ふ
る
も
稀
な
る
年
と
思
は
す
は
い
か
に
わ
か
れ
の
悲
し
か
る
べ
き

　

玄
哉
の
没
年
と
同
じ
年
を
迎
え
た
日
重
は
、
古
稀
を
迎
え
た
喜
び
を
一
首
に
詠
む
。

七
十
に
な
り
て
も
な
ど
か
物
ご
と
に
矩
を
こ
へ
ぬ
る
わ
か
身
な
る
ら
ん

　

自
作
の
歌
を
こ
こ
に
あ
げ
る
の
は
片
腹
痛
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
新
発
意
の
形
見
と
思
い
、
ひ
と
の
あ
ざ
け
り
を
顧
み
ず
書
付
け
た
と
述
懐
す
る
。

つ
い
で
に
、
狂
歌
を
一
首
。

七
十
に
な
り
て
も
酒
の
債
に
て
ゆ
く
さ
き
さ
き
に
あ
る
ぞ
う
る
さ
き

　

大
徳
寺
一
休
が
詠
ん
だ
歌
、

名
に
め
で
て
一
休
会
下
に
あ
つ
ま
れ
ど
一
つ
も
や
ま
ぬ
我
慢
情
識
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の
歌
に
つ
い
て
、
紹
巴
は
集
ま
る
者
ど
も
は
我
慢
情
識
を
離
れ
な
い
と
い
う
意
と
い
い
、
日
重
は
一
休
自
身
が
我
慢
情
識
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

意
と
み
た
。
紹
巴
は
そ
の
時
は
同
心
し
な
か
っ
た
が
、
後
に
日
重
の
解
釈
に
同
意
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
日
重
が
紹
巴
と
歌
の
義
理
を
諍
う
こ
と
は
、
日
天
子
に
会
っ
て
目
が
く
ら
み
、
親
に
対
し
て
歳
を
争
う
よ
う
な
も
の
だ
が
、

公
の
場
の
こ
と
な
の
で
こ
の
よ
う
な
次
第
で
あ
っ
た
と
み
る
。
日
重
を
は
じ
め
、
一
門
の
者
を
前
に
し
た
紹
巴
の
態
度
が
よ
く
窺
わ
れ
る
。

　

近
江
国
で
の
十
月
朔
日
の
池
田
興
行
に
、
昌
叱
が
、　

空
に
け
ふ
人
は
は
つ
べ
き
時
雨
哉　

と
詠
ん
だ
。
こ
の
一
句
の
な
か
き
で
「
つ
」
を
清
音
で

「
は
つ
べ
き
」
と
詠
ん
だ
の
で
、
万
座
の
者
は
気
に
か
け
た
。
果
せ
る
か
な
そ
の
ち
ょ
う
ど
一
年
先
の
翌
年
十
月
一
日
に
討
死
し
た
。
そ
の
死
者
は
だ
れ

か
わ
か
ら
な
い
が
、「
各
人
の
歌
連
歌
に
は
先
表
と
な
る
こ
と
あ
り
と
ハ
也
」
と
感
懐
を
述
べ
て
い
る
。

○
第
十
一
章　

勧
学
の
事

　

前
後
が
欠
失
し
て
い
る
上
に
、
伝
来
す
る
丁
数
も
少
な
い
零
本
で
あ
る
が
、
日
重
の
古
稀
の
記
事
な
ど
が
あ
っ
て
、
前
の
帖
と
同
じ
意
味
が
あ
る
も

の
と
し
て
収
録
し
た
。
最
初
に
掲
げ
る
「
勧
学
の
事
」
に
は
、
後
人
に
対
す
る
教
訓
と
も
い
う
べ
き
書
の
一
節
と
一
首
を
掲
げ
、
幼
時
か
ら
学
ぶ
者
は

日
出
の
光
の
如
く
、
老
い
て
学
ぶ
者
は
燈
火
を
持
っ
て
夜
を
行
く
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。

い
そ
げ
人
い
つ
れ
の
道
を
ま
な
ぶ
と
も
老
て
ハ
心
つ
き
て
甲
斐
な
し

　
「
酒
の
事
」
に
つ
い
て
は
、
杜
子
美
（
杜
甫
）
の
詩
「
曲
江
詩
」
の
「
酒
債
は
尋
常
行
く
処
に
有
り
、
人
生
七
十
古
来
稀
也
」
の
一
節
を
引
く
。
又
、

心
こ
そ
心
ま
よ
は
す
心
な
れ
心
に
心
こ
こ
ろ
ゆ
る
す
な

の
一
首
に
つ
い
て
、
紹
巴
は
「
八
代
集
に
は
な
き
也
、
誰
の
歌
な
る
ら
ん
」
と
、
作
者
が
不
明
だ
と
い
う
。
日
重
は
、
面
白
き
歌
と
い
い
、「
心
の
師
と

は
成
と
も
心
を
師
と
せ
ざ
れ
と
云
う
経
文
に
叶
り
」
と
い
っ
て
、『
法
華
経
』
の
妙
勝
厳
王
品
の
一
節
を
あ
げ
、「
心
の
ま
ゝ
に
せ
ま
じ
と
あ
る
心
に
、

心
こ
ゝ
ろ
ゆ
る
す
な
に
相
応
せ
り
」
と
、
歌
と
経
文
の
意
が
一
致
す
る
殊
勝
を
い
う
。

　

日
重
は
三
十
六
歳
の
時
、
天
正
十
七
年
に
老
母
を
喪
い
、
読
経
の
た
め
に
芹
生
に
籠
居
し
た
時
、
紹
巴
が
一
首
を
詠
ん
だ
。

渓
ふ
か
き
菊
の
な
か
れ
の
山
の
へ
や
妙
な
る
法
の
行
衛
な
り
け
ん
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こ
の
歌
の
前
書
に
「
本
満
寺
住
寺
」
と
書
か
れ
た
の
で
、「
住
持
な
り
」
と
云
う
と
、
紹
巴
は
感
じ
て
す
ぐ
に
書
き
直
し
た
と
い
う
。
帰
京
の
時
に
は

二
ノ
瀬
ま
で
見
送
っ
た
と
こ
ろ
、
翌
日
の
礼
状
に
一
首
添
え
ら
れ
た
。

深
山
路
を
送
り
て
帰
る
衣
手
の
露
け
さ
思
ふ
さ
よ
時
雨
哉

　

紹
巴
の
物
語
る
に
、
古
今
伝
授
が
都
に
断
絶
し
た
の
を
、
宗
祇
か
ら
東
常
縁
に
伝
授
が
あ
り
、
常
縁
が
上
洛
し
て
夢
廬・

聴
雪
等
へ
伝
授
さ
れ
た
。

す
る
と
今
の
帝
王
（
天
皇
）
は
宗
祇
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
。

　

請
雨
と
止
雨
の
歌
に

て
る
事
も
日
の
本
な
れ
ば
理
り
や
ふ
ら
で
は
い
か
で
あ
め
が
し
た
か
は　
（
請
雨
）

降
雨
の
ま
な
し
竜
王
や
め
て
た
べ
と
く
し
や
か
御
法
人
に
き
か
せ
ん　
　
（
止
雨
）

　

こ
の
歌
に
関
連
し
、
日
蓮
聖
人
御
書
を
引
用
し
て
「
淫
女
破
戒
の
者
三
十
一
字
の
歌
に
て
ふ
ら
す
に
と
御
遊
は
、
和
泉
式
部
と
能
因
と
の
事
也
」
と

注
記
す
る
。

終
わ
り
に

　

日
重
が
老
病
を
お
し
て
執
筆
し
た
『
和
語
雑
雑
集
』
は
、
和
歌・
連
歌・

随
筆
な
ど
古
典
文
学
に
つ
い
て
の
深
い
造
詣
と
該
博
な
知
識
に
基
づ
い
た
、

抄
録
と
評
論
の
書
で
あ
る
。
そ
の
叙
述
は
、
一
貫
し
た
論
理
に
終
始
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
本
書
と
同
時
進
行
の
名
著
『
見
聞
愚
案
記
』
と
同

じ
よ
う
に
、
散
文
的
な
傾
向
の
文
脈
に
終
始
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
重
の
出
自
が
連
歌
師
の
家
系
で
、
里
村
紹
巴
を
は
じ
め
当
代
の
連
歌
師
と
の
交

わ
り
も
深
く
、
み
ず
か
ら
も
和
歌・

連
歌
を
詠
む
文
人
僧
と
し
て
の
一
面
を
も
ち
、
そ
の
視
点
か
ら
古
典
に
相
対
し
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
、『
和
語
雑

雑
集
』
の
特
色
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　

一
方
、
京
都
本
満
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
日
重
は
、
祖
師
と
敬
仰
す
る
「
日
蓮
聖
人
」
の
詠
歌
を
紹
介
し
、
自
詠
の
和
歌・

連
歌
を
遠
慮
な
が
ら
に
披

23

日
重
著
『
和
語
雑
雑
抄
』
の
書
誌
と
概
要
（
中
尾
）



歴
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
見
聞
愚
案
記
』
に
数
々
の
和
歌
を
掲
げ
る（

注
一
二
）の

と
同
じ
く
、
仏
教
の
庶
民
化
を
は
か
る
営
み
で
、
日
重
の
僧
侶
と
し
て
の
自
意

識
が
窺
え
る
。
当
代
の
文
人
た
ち
と
の
交
流
を
物
語
る
体
験
談
も
記
さ
れ
、
宗
門
を
超
え
て
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の
姿
が
窺
え
る
。

　

深
草
の
元
政
は
、
日
重
の
業
績
を
高
く
称
え
、
な
か
で
も
『
和
語
雑
雑
集
』
と
『
見
聞
愚
案
記
』
の
著
述
を
賞
賛
し
て
い
る（
注
一
三
）。

こ
の
度
、『
和
語
雑
雑

集
』
を
『
身
延
山
資
料
叢
書
』
に
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
書
の
書
誌
と
内
容
を
紹
介
し
、
日
重
の
文
人
僧
と
し
て
の
営
み
を
と
お
し
て
、
宗
教
と

文
学
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
に
な
れ
ば
と
念
じ
る
次
第
で
あ
る
。

註

一
．	

外
題
に
は
、『
和
語
雑
雑
集
』・

『
和
語
雑
々
集
』
の
両
様
を
用
い
て
い
る
。

二
．	

『
見
聞
愚
案
記
』　
『
日
重
上
人
集
』
一
、
二
所
収　

日
重
上
人
集
刊
行
会

三
．	

川
口
智
康
編
『
深
草
元
政
『
草
山
集
』
を
読
む
』
所
収　
「
本
満
寺
日
重
」
の
項

四
．	

第
一
巻
目
録
の
奥
書
と
第
二
十
三
巻
の
内
題
の
脇
書
に
よ
る
。「
慶
長
廿
乙
卯
孟
夏
十
八
日
拭ｲ

六
十
七
歳
老
眼ｱ

書ｲ

始
之ｱ

」「
元
和
五
年
己
未
三
月
四
日
草ﾚ

之　

行
年

七
十
一
病
中
記ﾚ

之
」
と
あ
る
。

五
．	

『
和
語
雑
雑
集
』
の
う
ち
、
こ
の
部
分
は
乱
丁
の
た
め
に
収
録
し
て
い
な
い
。

六
．	

注
三
を
参
照
。

七
．	

『
日
重
上
人
集
』
一・

二
所
収
『
見
聞
愚
案
記
』
に
は
、「
万
治
元
年
戊
戌
孟
秋
吉
日
」
の
刊
記
が
、
初
版
本
か
ら
収
録
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
冠
賢
一・

高
木
豊　

同
書
の
「
解
説
」
を
参
照
。

八
．	

現
状
に
見
る
乱
丁
は
、「『
雑
々
記
』
入
箱
記
」
が
記
さ
れ
た
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
頃
に
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
情
況
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

九
．	

英
怙
（
～
一
六
〇
七
）
は
日
蓮
宗
の
信
者
で
、
影
山
堯
雄
編
『
新
編
日
蓮
宗
年
表
』
慶
長
十
二
年
十
二
月
十
四
日
の
記
事
に
は
、『
甲
州
大
野
本
遠
寺
過
去
帳
』
の
記
事

に
よ
っ
て
、「
心
性
院
日
遠
祖
父
了
英
の
弟
、
石
井
英
怙
日
雄
卒
」
と
記
す
。

一
〇
．	「
本
満
寺
文
書
」
に
軸
装
と
し
て
伝
来
す
る
。

一
一
．	

日
遠
が
石
井
家
の
出
自
で
あ
る
こ
と
は
、
川
口
智
康
編
『
深
草
元
政
『
草
山
集
』
を
読
む
』
所
収　
「
本
遠
寺
日
遠
」
の
項
に
よ
る
。

	

連
歌
師
石
井
家
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
謙
昌
「『
石
井
三
家
系
図
』
の
成
立
―
連
歌
師
石
井
家
と
東
九
条
荘
下
司
職
石
井
氏
―
」（『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
二
〇
〇
四
年

所
収
）
が
あ
る
。
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一
二
．	

冠
賢
一・

高
木
豊
『
見
聞
愚
案
記
』
解
題

一
三
．	
深
草
元
政
『
草
山
集
』　

川
口
智
康
編
『
深
草
元
政
『
草
山
集
』
を
読
む
』
所
収

『和語抄第十五』巻首　元和二丙辰十一月七日草創之
（第七章　懐旧　参照）

『和語雑雑抄』巻首　慶長乙卯（二〇年）二月廿四日始之
（第二章　菟玖波集と新撰菟玖波集　参照）
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